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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

　区民が花とみどりに親しむ機会を様々な形で提供し、また、グリーン・リーダーの協力を得て事業
を実施することで、事業の充実、グリーン・リーダーの育成など一つの事業で複数の効果につなが
るよう効率的に事業を実施している。環境の保全・改善等のため、みどりの普及啓発を継続してい
くとともに、更なるみどりの創出のため、民間施設緑化助成金の周知、利用を促進していく。

維持

手段の適切性 3 「花とみどりの園芸講習会」は、グリーン・リーダーの協力を得て受講生へのサポートにあたっていただくこと
で、きめ細やかな対応を可能としている。また、受講者のニーズに応えるため実施内容の見直しを行った。

目的達成度 4 受講したい方のニーズに応えて「花とみどりの園芸講習会」の実施内容の見直しを行っており、みどりに関する
講習会参加者数の増加につながった。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 みどりに関する普及啓発や緑化活動は、みどり豊かなまちづくり、都市環境の保全、ヒートアイランド現象の緩
和、地球温暖化対策の観点から継続して実施していく必要がある。

効率性 3
区民が花とみどりに親しむ場として「花と緑のふれあい広場」を開催している。緑化推進ボランティアであるグ
リーン・リーダーが中心となって事業運営を行い、区がそのサポートをすることで、グリーン・リーダーの育成に
つながっているとともに、緑化の普及啓発の場として機能している。

　一般財源（区負担額） 15,612 18,986 14,423

課題及び
今後の進め方

区内のみどりをより増やしていくため、民間施設に対する緑化助成制度の促進・普及啓発を行っていく。またグリーン・
リーダーの活動支援や、様々な園芸講習会を実施することで、区民の緑化意識の向上を促進していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 311 303 283

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 616 492 526

1,824 2,568 2,068

　総経費 16,539 19,781 15,232

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 12,836 15,470 11,573

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 1,879 1,743 1,591

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

みどりに関する講習会等参加者数 人 前年度比増 342 1,142 1,480

活動指標

前年度比増

グリーン・リーダー活動平均参加者数 人 25 26

H30年度

4,055 4,390

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

18 18 100.0%18 18 19

-

23 29 26 111.5%

3,770

地域緑化推進

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

グリーン・リーダー活動回数 回 30 29 28 29

みどりに関する講習会実施回数 回

29 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 243 計画事業名

[事業開始] 昭和 年度

事業内容
[H30年度]

1.「花とみどりの園芸講習会」の開催：18回
2.グリーン・リーダーの活動支援
　技術講習会：3回、花と緑のふれあい広場：1回
3.民間施設等に対する緑化助成金交付：9件
4.保護樹木等への助成金交付：指定保護樹木281本、指定保護樹林5か所

委託の有無 一部委託
委託内容 　 あさがお展示会会場設営委託

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 地域緑化推進
所
管

環境清掃部

環境課

事業対象

事業目的
みどり豊かなまちづくりのため、身近なみどりの普及啓発を行うとともに、屋上・壁面・地先緑化等、緑化に要した費用の一部
の助成、保護樹木等の維持管理費の助成により、区内のみどりの創出と、樹木の保護・育成を促し、都市環境の保全を図り
ながら、ヒートアイランド・地球温暖化対策を推進する。

 [施　　策] 53　花とみどりを活かした潤いのある環境づくり [終了予定] 　 年度

根拠法令等 条例・規則 〔法令等名〕 台東区みどりの条例

長期総合
計画体系

誰もが誇りや憧れを抱く安全安心で快適なまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民、区内で活動してる事業者

同上


